
 

 

 教育課題研究専門部会  

 

【プロジェクト名】 ＩＣＴ活用による学校支援 

 

１ プロジェクトの目的・概要  

ＧＩＧＡスクール構想の前倒しにより、佐賀県内全ての公立学校に１人１台端末が整備され、１人１台

端末を効果的に活用した授業づくりや教職員のＩＣＴ活用指導力の向上が求められている。佐賀県では、

令和３年度より、ＩＣＴ活用教育を「プロジェクトＥ」と位置づけ、県立学校においては、１人１台端末を

活用した授業改善と教育活動のオンライン化に重点的に取り組んでいる。また、県立学校においてこれま

でに得た知見やノウハウを市町立学校に提供することで１人１台端末活用の推進を図りながら、各学校に

おける成果や課題を把握し、事業を推進する。 

大学と県教育委員会は、佐賀県「ＩＣＴ活用教育の推進に関する事業改善検討委員会」における意見交

換などを踏まえ、教材や指導法の開発と実証研究を佐賀県内の学校、附属学校園と共同で行う。 

その成果を現職教員、教員志望者の研修支援に活用し、県内のＩＣＴ活用教育「プロジェクトＥ」の推

進を図る。 

 

２ 令和３年度の実施実績  

（佐賀大学） 

[1] 佐賀県「ＩＣＴ活用教育の推進に関する事業改善検討委員会」会議に参加し、佐賀県における今後の

ＩＣＴ教育の在り方について協議等を行った。 

[2] 佐賀県フェスタにおける高校生ＩＣＴ活用プレゼンテーション大会審査を担当した。また教職員によ

るＩＣＴ活用教育指導事例発表を拝見し、佐賀県内の学校現場におけるＩＣＴ活用の高度な事例を把

握することができた。 

[3] 本学附属学校におけるＧＩＧＡスクール構想に関わって、附属教育実践総合センターを中心に、研究

発表会の際にＩＣＴ活用を伴う教育モデルの発表ができる体制づくりを行った。 

[4] 新型コロナウイルスの影響による制限の下で、対面とのハイブリッド形態を含む遠隔授業、遠隔会議、

教員間・教員学生間の連絡、入試業務等についてＩＣＴ活用の実践が行われ、通常の業務中における

ＩＣＴ活用が進んだ。 

[5] 教育学部・教職大学院のＷＥＢサイトについて WordPressを用いた固定ページと投稿ページ併存の形

態への更新を行い、学部・大学院の教員情報の更新や、大学院から毎月情報発信が行われている院生

の学校現場からの活動報告である「ライフレポート」を毎月ブログとして投稿し、情報発信を日常的

に行っている。 

 

（県教育委員会） 

[1] 佐賀大学教員免許状更新講習に講師を派遣し、「ＩＣＴ活用教育の推進における国や県の動向及び学

校教育における教育の情報化の基本事項」について現職教員への講義を行った。また、佐賀大学教職

大学院授業において「ＩＣＴ活用教育に関する佐賀県教育委員会の取組」や「学校教育における教育

の情報化」について国の動向や県の取組について情報提供を行い、受講者のＩＣＴ活用教育の理解促

進を図った。 

[2] 各種研修会の実施 
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・教科リーダー、エリアリーダー研修会 

・教育情報化推進リーダー研修 

・初任者研修、３年経験者研修 

・管理職研修 

[3] １人１台端末を活用した授業づくりに係る学校支援（市町立学校対象） 

・１人１台端末の活用力向上研修（４回） 

・１人１台端末活用に関する校内研修への支援（70 件） 

・研究指定校による研究の推進と公開（小学校２校、中学校１校） 

[4]  佐賀県教育フェスタ（12 月 11 日 神埼市中央公民館及び YouTube によるライブ配信） 

・高校生ＩＣＴ活用プレゼンテーション大会 

・教職員によるＩＣＴ活用教育指導事例発表 

[5] 学習機会を保証するための取組 

・病気療養中（入院）や感染症等で登校できない児童生徒へのオンライン授業の実施 

・通信環境がない生徒への USB 型携帯端末の貸与 

 

３ 今後の予定等  

（佐賀大学） 

[1] 本学附属学校におけるＧＩＧＡスクール構想に関わって、各学校での日常的な利活用は進んでいる。

それを受けて、大学との共同研究として「教育モデルの提供」について、さらに検討していく。 

[2] 教育学部・教職大学院・附属学校園の一体的な態勢の下、佐賀県との連携をより充実させて頂き、佐

賀県教育の質の向上に恒常的に資する教育・研究・研修活動を行っていく。 

（県教育委員会） 

[1] １人１台端末を活用した授業改善と教育活動のオンライン化に重点的に取り組んでいき、ＩＣＴ活用

教育「プロジェクトＥ」推進に全県下で取り組む。 

[2] 学校教育における教育の情報化について、常に新しい国の動向や県の取組などの情報を収集し、大学

の授業等において情報提供を行う。 

[3] 附属学校の教員を教科リーダーに委嘱し研究協力及び研究成果の提供を行うとともに、「地域の教育モ

デルの提供」の取組に対し市町学校の状況などの情報提供を行う。 

[4] 佐賀県ＩＣＴ活用教育の推進に関する事業改善検討委員会や佐賀県教育フェスタにおいて大学の協力

を依頼し、情報提供や事業に対する意見等を参考にして全県的なＩＣＴ活用教育の推進を図る。 

 


